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大滝大川県立自然公園センターまでの主な交通手段と所要時間

大滝大川県立自然公園センター

高松空港

●
高松市塩江支所

しおのえふじかわ牧場●

↑至 JR高松駅

至 徳島↓

●一ツ内バス停
　（塩江町コミュニティーバス）

●ホテルセカンドステージ
塩江バス停

（ことでんバス）

塩江温泉

大滝大川県立自然公園センター

塩江街道

JR高松駅より高松駅前バス停から塩江行き路線バス（塩江線）に乗車し、終点の塩
江で降車、塩江バス停から塩江町コミュニティバスに乗換え、一ツ内でバスを降車し、
徒歩1時間。
※路線バスの時刻表・運賃は事前に確認してください。

高松駅より約60分 高松中央インターより約50分
脇町インターより約40分 高松空港より約30分

カガワゴマガイ オオギセル コウツムシオイガイ
分 布

日本（東京都以西～中国東部、四国）
分 布

日本（香川県、徳島県）分 布
日本（香川県固有種）

大 き さ
2.5～2.9mm

オオタキメクラチビゴミムシ
分 布

日本（本州西部、
四国）、朝鮮半島、
中国
翅を広げた長さ
17～23mm

クロシジミ

コミヤマカタバミ ホウチャクソウ

コハウチワカエデ

ツガブナ

ユキワリイチゲ ヤマウツボ高松市で採集された個体

分 布
アフリカ大陸北部、ユーラシア大陸
中部・南部、日本

カケス

大 き さ
全長 33㎝　　翼開長 50㎝

分 布
東アジア（ロシア南東部、中国、朝
鮮半島、日本、台湾）

オシドリ

大 き さ
全長 41~48㎝　翼開長 68~74㎝

高松市塩江町塩江産
井内昌樹氏 所蔵

メタプラセンティセラス
（アンモナイト）

さぬき市多和兼割産
きしわだ自然資料館所蔵

モササウルス類の下顎

■採集日：1997年10月15日
大滝山で採集された個体
■採集日：1952年7月13日 落葉広葉樹の生い茂る自

然林に生息し、落ち葉の中
に生息している。

日本最大になるキセルガイ。大滝山で
は最大で40mmで山頂付近に生息し、
ブナの倒木や腐葉土の上で見つかる。

落葉広葉樹林内の落ち葉の
降り積もったガレ場に生息
し、礫のすきまから見つかる。

※ 襲速紀（ソハヤキ）要素型分布とは：①襲（そ）の国＝南九州と②速吸瀬戸（はや
すいせと）＝大分県と愛媛県の間の豊予海峡、③紀（き）の国＝和歌山県と三重
県南部の旧国名である『紀伊』の頭文字をとった地域。これらの地域では、『襲速
紀要素の植物』と言われる日本固有の植物が多くみられる。

大滝山は和泉層群と呼ばれる地層からできており、ア
ンモナイト、イノセラムス、ウミガメ、サメなどの化石が見
つかっている。つまり、むかし大滝山は海底だったのだ。

海
の
底
で
誕
生
し
た
大
滝
山
の
も
と
と
な
る
地
層
は
、隆
起
を
続

け
、現
在
の
標
高
は
9
4
6
メ
ー
ト
ル
に
達
し
、讃
岐
山
脈
の
中
で
は

３
番
目
に
高
い
山
へ
と
成
長
し
た
。国
土
地
理
院
の
G
P
S
観
測
で

は
現
在
も
わ
ず
か
に
隆
起
傾
向
に
あ
る
。つ
ま
り
、こ
れ
ま
で
の
ガ
イ

ド
マッ
プ
１
〜
３
で
紹
介
し
て
き
た
屋
島
、寒
霞
渓
、琴
平
山
は
侵
食

に
よって
削
れ
残
っ
た
山
で
あ
り
、こ
れ
か
ら
縮
小
し
て
い
く
運
命
に
あ

る
の
に
対
し
、大
滝
山
は
逆
に
成
長
を
続
け
て
い
る
山
な
の
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、讃
岐
山
脈
は
四
国
山
地
と
共
に
、夏
に
太
平
洋
か
ら
吹

き
込
む
湿
っ
た
季
節
風
を
さ
え
ぎ
る
た
め
、香
川
県
は
乾
燥
し
た
気

候（
瀬
戸
内
式
気
候
）と
な
り
、香
川
で
独
特
の
生
物
相
を
育
む
要
因

と
な
って
い
る
。そ
の一方
で
、県
内
の
ほ
と
ん
ど
の
河
川
の
源
は
讃
岐

山
脈
に
あ
り
、乾
燥
し
た
香
川
県
に
あ
って
、多
く
の
水
辺
の
生
き
物

も
育
ん
で
い
る
。こ
の
よ
う
に
、讃
岐
山
脈
は
、白
亜
紀
後
期
の
タ
イ
ム

カ
プ
セ
ル
で
あ
る
と
同
時
に
、香
川
県
の
気
候
風
土
に
と
て
も
大
き
な

影
響
を
与
え
て
い
る
山
な
の
で
あ
る
。

大
滝
山
を
含
む
讃
岐
山
脈

は
、表
に
記
し
た
よ
う
に
、太
古

の
海
に
降
り
積
も
っ
た
砂
や
泥

が
固
ま
って
で
き
た
地
層（
和
泉

層
群
）で
で
き
て
い
る
。そ
の
た

め
、こ
の
太
古
の
海
に
生
息
し
て

い
た
色
々
な
海
産
生
物
の
化
石

が
見
つ
か
っ
て
い
る
。こ
れ
ら
の

化
石
は
海
の
生
き
物
の
死
骸
が

泥
と一緒
に
埋
も
れ
て
、気
の
遠

く
な
る
ほ
ど
の
時
間
を
か
け
て

化
石
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

県内では、これまで36種の哺乳類が確認されているが、そのうち大滝山では、
19種の生息が確認されており、このほかに４種が生息すると推測されている。
大滝山は、県内の半数以上の哺乳類が生息する県内有数の山なのである。

【大滝山の哺乳類】確認されている種／ジネズミ、ヒミズ、アズマモグラ、コウベモグ
ラ、ニホンザル、ノウサギ、ニホンリス、ムササビ、スミスネズミ、アカネズミ、ヒメネ
ズミ、カヤネズミ、タヌキ、アナグマ、ニホンイタチ、テン、ハクビシン、ニホンジカ、イ
ノシシ 生息していると推定される種／ドブネズミ、クマネズミ、ハツカネズミ、キツネ

大
滝
山
新
聞

大
滝
山
は
、標
高
が
9
4
6
m
と
県
内
で
3
番
目
に
高
い
山
と
し
て
知

ら
れ
、県
下
で
も
優
れ
た
自
然
環
境
を
有
す
る
地
域
の一つ
で
す
。山
頂
付

近
の
稜
線
に
は
県
内
唯一の
貴
重
な
ブ
ナ
の
自
然
林
が
広
が
り
、ブ
ナ
林
で

し
か
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
生
き
物
た
ち
も
生
息・生
育
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、讃
岐
山
脈
の
緑
豊
か
な
山
並
み
と
そ
の
麓
を
流
れ
る
河
川
が

調
和
し
て
優
れ
た
自
然
景
観
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

大
滝
山
に
残
る
自
然
は
、香
川
県
の
貴
重
な
財
産
で
あ
り
、こ
れ
ら
の

自
然
を
保
護
し
、よ
り
良
い
状
態
で
次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
と
と
も
に
、

野
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
保
健
休
養
の
場
と
し
て
、広
く
利
用
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、平
成
4
年
9
月
に
、竜
王
山
、大
川
山
な
ど
と
と
も

に
、「
大
滝
大
川
県
立
自
然
公
園
」と
し
て
県
内
で
初
め
て
県
立
自
然
公

園
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
大
滝
山
の
自
然
を
よ
り
親
し
み
、楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る

よ
う
、こ
の
ガ
イ
ド
マッ
プ
を
作
成
し
ま
し
た
。

さ
あ
、ガ
イ
ド
マッ
プ
を
片
手
に
大
滝
山
の
自
然
を
満
喫
し
て
く
だ
さ
い
。

陸
貝
の
ほ
と
ん
ど
は
、森
林
に
生
息

し
、植
物
や
菌
類（
キ
ノ
コ
や
落
ち
葉

に
付
着
し
た
細
菌
）な
ど
を
食
べ
て
暮

ら
し
て
い
る
。種
に
よ
って
は
餌
と
す
る

植
物
や
、落
ち
葉
の
好
み
が
異
な
る
た

め
に
、多
種
多
様
な
植
物
が
生
え
て
い

る
場
所
ほ
ど
、陸
貝
の
種
が
多
く
生

息
す
る
傾
向
に
あ
る
。ま
た
、餌
と
な

る
菌
類
は
湿
度
の
高
い
場
所
で
増
え

や
す
い
の
で
、陸
貝
も
比
例
し
て
そ
の

よ
う
な
場
所
に
多
く
み
ら
れ
る
。大
滝

山
は
県
内
で
最
も
植
物
の
種
類
が
多

く
、降
雨
も
低
地
に
比
べて
多
い
た
め
、

陸
貝
に
と
って
最
も
暮
ら
し
や
す
い
場

所
と
な
って
い
る
。

ま
た
、世
界
で
四
国
に
し
か
生
息
し

な
い
種
も
含
ま
れ
て
お
り
、特
に
、コ
ウ

ツ
ム
シ
オ
イ
ガ
イ
、ト
サ
ゴ
マ
ガ
イ
、ア

ワ
ク
リ
イ
ロ
ベッ
コ
ウ
は
四
国
固
有
種

で
あ
る
だ
け
で
な
く
、大
滝
山
が
分
布

域
の
端
と
な
って
い
る
。さ
ら
に
、九
州

か
ら
四
国
に
か
け
て
分
布
す
る
植
物

群
の
分
布
型
の〝
襲
速
紀（
ソ
ハ
ヤ
キ
）

要
素
型
分
布
〞※
に
近
い
分
布
型
を
し

て
い
る
シ
マ
ケ
ル
ギ
セ
ル
、ト
サ
ギ
セ
ル

の
分
布
域
の
端
に
も
な
って
い
る
。つ
ま

り
、な
ぜ
か
大
滝
山
が一部
の
陸
貝
の

終
着
点
と
な
っ
て
お
り
、そ
こ
か
ら
先

へ
分
布
を
広
げ
て
い
な
い
の
だ
。海
か

ら
陸
上
へ
と
進
化
・
進
出
し
た
貝
の一

部
が
、讃
岐
山
脈
で
足
止
め
と
な
っ
て

い
る
理
由
を
想
像
し
な
が
ら
、こ
の
歩

み
の
の
ろ
い
生
き
物
を
じ
っ
く
り
と
観

察
し
て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

ご挨拶

県内では140種のカタツムリの仲間（以下、「陸貝」という。）が生息している。大滝山
にはそのうちの約半数（約48％）の67種が生息している。この生息する種類数は琴
平山とトップを争い、他に匹敵する地域は無い。また、四国固有の種や、大滝山が分
布域の端になっている種などが生息し、生物地理学的にも重要な地域となっている。

大滝山は香川県南部の讃岐山脈のほぼ中央部にあり、標高が946ｍで、
頂上部付近には尾根沿いに県内唯一のブナ林が見られる。大滝山のブナ
林では、ブナをはじめとする冷温帯特有の植物が数多く見られる。

日
本
の
よ
う
に
雨
の
多
い
国
で
は
、
植
物
の
生
育
は
気
温
に
大
き
く
左
右
さ

れ
る
。
香
川
県
の
よ
う
な
西
日
本
の
低
地
で
は
気
温
が
高
く
、
人
が
手
を
加
え

な
け
れ
ば
、
シ
イ
や
カ
シ
類
な
ど
か
ら
な
る
常
緑
広
葉
樹
の
暖
温
帯
林
が
成
立

す
る
。
大
滝
山
の
麓
に
あ
る
春
日
神
社
の
ア
カ
ガ
シ
林
や
山
ノ
神
神
社
の
ウ
ラ
ジ

ロ
ガ
シ
林
か
ら
は
、
暖
温
帯
林
の
な
ご
り
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
標
高
が
高
く

な
り
気
温
が
低
く
な
る
と
、
や
が
て
、
ブ
ナ
を
中
心
と
し
た
落
葉
広
葉
樹
の
冷

温
帯
林
が
成
立
す
る
。
香
川
県
で
は
、
お
よ
そ
標
高
7
9
0ｍ
以
上
に
な
る
と
、

冷
温
帯
林
が
成
立
す
る
気
候
条
件
と
な
る
と
推
定
さ
れ
て
い
る
が
、
大
滝
山
の

ほ
か
、
讃
岐
山
脈
沿
い
の
竜
王
山
、
大
川
山
、
雲
辺
寺
山
な
ど
の
山
頂
や
尾
根

沿
い
の
わ
ず
か
な
範
囲
に
過
ぎ
な
い
。ま
た
、多
く
の
地
域
で
は
人
の
手
が
加
わ
り
、

植
林
地
や
二
次
林
と
な
って
い
る
が
、
ブ
ナ
林
や
ケ
ヤ
キ
林
の
よ
う
に
自
然
の
林

が
残
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、
下
の
表
に
あ
げ
た
よ
う
な
こ
の
地
域
特
有
の
植
物

が
多
く
生
育
し
て
い
る
。
大
滝
山
の
尾
根
沿
い
の
ブ
ナ
林
で
は
、
早
春
か
ら
初

夏
に
か
け
て
次
々
と
花
を
咲
か
せ
る
。
け
れ
ど
も
、
標
高
の
低
い
山
の
多
い
香
川

県
で
は
、
こ
の
よ
う
な
冷
温
帯
特
有
の
植
物
は
地
球
温
暖
化
が
進
行
す
る
と
、

行
き
場
を
失
い
絶
滅
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。

自然観察のマナー
● 自然を知るには、まず五感から！

動植物をよく知るには、顔を近づけて見るだけではなく、
手で触れ、においをかいでみるなど、五感を使って観察
してみましょう。

● 自然の中で耳を澄ませてみよう！
野鳥の声や虫の音、風の音や川のせせらぎなど、自然

のすばらしい音に耳を澄ませましょう。
音楽を流したり、ラジオを聞きながら歩かないようにし

ましょう。

● 山火事に注意しましょう！
雨の少ない瀬戸内の森は一年中乾燥しています。森の
中での火気は厳禁です。タバコは決められた喫煙場所以
外では吸わないようにしましょう。

● 危険な生き物には近づかないように！
スズメバチやマムシなど危険な生き物には
注意しましょう。見かけたら驚かさないように、
ゆっくりとその場を離れましょう。
また、森の中には、ウルシの木やハゼノキ
など触ると肌がかぶれる木があるので注意しましょう。

● 自然の中に入るときの七つ道具！
長そで・長ズボン、足元がしっかりした靴、帽子、軍手、
水筒、雨具、健康保険証

● 疲れたら休もう、予定を変えよう！
のんびり、ゆったり歩くことが自然観察の基
本です。特に、夏は熱中症に気をつけましょう。
カミナリが聞こえてきたり、急に天候が悪く
なりそうな場合には、無理は禁物です。早めに避難しま
しょう。

● イノシシに出合ったら！
　 襲われないための３原則
一つ　何もせず放っておく （無視をする）と、ほとんどの

場合、向こうから逃げていきます。
二つ　ゆっくりと後ろに下がって、静かにその場を立ち去

るか、物陰に隠れましょう。
三つ　決して威嚇したり、追い払ったりしないでください。

絶対にエサは与えないようにしましょう。イノシシ
が人を襲うようになります。

本です。特に、夏は熱中症に気をつけましょう。

なりそうな場合には、無理は禁物です。早めに避難しま

 危険な生き物には近づかないように！

など触ると肌がかぶれる木があるので注意しましょう。

これには注意しよう
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香
川
の
自
然
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ

大
滝
山
の
自
然 4

大滝山は山麓から山頂にかけて植生が大きく変わるため、植物と関係の深い昆
虫類も多様な地域となっている。中には大滝山の固有種や県内ではここでしか
見られない種も生息し、昆虫類にとって非常に重要な生息環境となっている。

大滝山の昆虫は種数が大変多く、希少な種も少なからず含まれてい
る。この山の特徴を知るうえで、代表的な昆虫を挙げてみた。

県
内
の
ほ
と
ん
ど
の
哺
乳
類
は
森
林
に
生
息
す
る
。大
滝
山

の
豊
か
な
山
林
が
多
く
の
哺
乳
類
の
大
切
な
生
息
環
境
と
な
り
、

希
少
種
が
多
数
記
録
さ
れ
て
い
る
。し
か
し
、種
に
よ
っ
て
大
滝

山
に
住
み
着
い
た
背
景
は
異
な
る
よ
う
で
あ
る
。例
え
ば
、ア
ナ

グ
マ
は
、1
9
6
0
年
代
ま
で
は
、県
内
の
山
地
に
広
く
分
布
し

て
い
た
が
、近
年
は
生
息
数
が
減
少
し
て
お
り
、現
在
は
讃
岐
山

脈
や
平
野
部
の
丘
陵
地
に
点
在
し
、生
息
地
が
縮
小
し
て
い
る
。

一
方
、ニ
ホ
ン
イ
タ
チ
は
、沿
岸
部
や
讃
岐
山
脈
で
記
録
さ
れ
る

が
、外
来
種
の
チ
ョ
ウ
セ
ン
イ
タ
チ
は
讃
岐
平
野
で
見
つ
か
って
い

る
。こ
れ
は
、チ
ョ
ウ
セ
ン
イ
タ
チ
の
生
息
分
布
の
拡
大
が
ニ
ホ
ン

イ
タ
チ
を
追
い
詰
め
て
い
る
か
ら
だ
と
い
う
意
見
も
あ
る
が
、ま

だ
解
明
さ
れ
て
い
な
い
。ま
た
、大
滝
山
で
は
ア
ズ
マ
モ
グ
ラ
と
コ

ウ
ベ
モ
グ
ラ
の
2
種
が
記
録
さ
れ
て
い
る
が
、コ
ウ
ベ
モ
グ
ラ
は
平

地
を
中
心
に
広
く
分
布
し
て
い
る
。こ
れ
に
対
し
て
、ア
ズ
マ
モ
グ

ラ
は
個
体
数
も
少
な
く
標
高
の
限
ら
れ
た
地
域
に
し
か
生
息
し

な
い
。ア
ズ
マ
モ
グ
ラ
が
コ
ウ
ベ
モ
グ
ラ
と
す
み
わ
け
て
い
る
か
ど

う
か
は
、ま
だ
解
明
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
大
滝
山
は
、希
少
な
山
地
性
哺
乳
類

の
重
要
な
生
息
環
境
で
あ
り
、何
ら
か
の
事
情
で
追
い
詰
め
ら

れ
て
い
る
種
に
と
って
は
駆
け
込
み
寺
で
あ
る
と
も
言
え
よ
う
。

哺
乳
類
は
、警
戒
心
が
強
く
、野
外

で
出
会
う
の
は
難
し
い
。そ
の
た
め
、調

査
は
お
も
に
自
動
撮
影
装
置
を
用
い

る
。ア
ナ
グ
マ
は
、タ
ヌ
キ
や
ハ
ク
ビ
シ
ン
、

ア
ラ
イ
グ
マ
と
よ
く
見
間
違
え
ら
れ
る

が
、特
徴
を
見
れ
ば
区
別
で
き
る
。し

か
し
、ニ
ホ
ン
イ
タ
チ
と
チ
ョ
ウ
セ
ン
イ

タ
チ
は
両
種
の
間
で
も
雌
雄
の
間
で
も

大
き
さ
が
異
な
り
、写
真
判
定
だ
け
で

は
区
別
で
き
ず
、種
の
同
定
に
は
標
本

の
計
測
が
必
要
で
あ
る
。ア
ズ
マ
モ
グ

ラ
と
コ
ウ
ベ
モ
グ
ラ
で
も
外
部
計
測
と

頭
骨
標
本
で
区
別
す
る
が
、こ
の
こ
と

は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。こ
の
よ
う

に
、似
た
種
の
調
査
は
、研
究
者
の
地

道
な
活
動
に
支
え
ら
れ
て
い
る
の
だ
。

シ
イ
類
や
カ
シ
類
の
堅
果（
ド

ン
グ
リ
）は
栄
養
価
が
高
い
た
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
哺
乳
類
や
昆
虫
の

食
料
と
な
っ
て
お
り
、鳥
類
に
も

ド
ン
グ
リ
を
食
べる
も
の
が
い
る
。

大
滝
山
で
は
ヤ
マ
ガ
ラ
と
カ
ケ
ス

が
挙
げ
ら
れ
、ど
ち
ら
も
ド
ン
グ

リ
を
運
ん
で
隠
し
、後
で
食
べ
る

習
性（
貯
食
活
動
）が
あ
る
。ヤ
マ

ガ
ラ
は
主
に
木
の
幹
や
樹
皮
の

割
れ
目
な
ど
樹
上
に
隠
し
、カ
ケ

ス
は
樹
上
と
地
面
の
両
方
に
隠

す
。こ
の
他
に
カ
モ
の
仲
間
で
、大

滝
山
周
辺
の
森
林
に
囲
ま
れ
た

水
辺
で
見
ら
れ
る
オ
シ
ド
リ
も
ド

ン
グ
リ
を
食
べ
る
。食
べ
方
は
、地

面
の
ド
ン
グ
リ
だ
け
で
な
く
、池

に
落
ち
た
ド
ン
グ
リ
も
探
し
て
食

べる
が
、貯
食
活
動
は
し
な
い
。ド

ン
グ
リ
を
食
べる
鳥
類
の
食
事
作

法
は
一
様
で
は
な
い
よ
う
だ
。

前
述
し
た
が
、大
滝
山
は
、

ほ
と
ん
ど
が
森
林
の
た
め
カ

ケ
ス
な
ど
の
森
林
性
の
種
類

が
多
い
の
で
、林
道
を
散
策
し

森
林
浴
を
楽
し
み
な
が
ら
、鳥

類
を
観
察
す
る
こ
と
を
オ
ス

ス
メ
し
た
い
。観
察
場
所
と
し

て
は
、県
民
い
こ
い
の
森
か
ら

山
頂
部
に
か
け
て
の
自
然
林

が
残
っ
て
い
る
ポ
イ
ン
ト
を
中

心
に
見
て
回
る
の
が
良
い
。よ

く
観
察
で
き
る
留
鳥
や
渡
り

鳥
を
以
下
に
記
し
た
の
で
、参

考
に
探
し
て
み
て
欲
し
い
。春

と
秋
の
渡
り
の
時
期
に
は
、見

晴
ら
し
の
良
い
尾
根
沿
い
で

の
観
察
が
オ
ス
ス
メ
だ
。サ
シ

バ
、ハ
イ
タ
カ
、オ
オ
タ
カ
、ツ

ミ
、ハ
チ
ク
マ
、ノ
ス
リ
な
ど
の

ワ
シ
タ
カ
類
や
ア
マ
ツ
バ
メ
、ハ

リ
オ
ア
マ
ツ
バ
メ
、イ
ワ
ツ
バ
メ
、

ツ
バ
メ
な
ど
が
渡
っ
て
い
る
。

運
が
良
け
れ
ば
、コマ
ド
リ
、サ

メ
ビ
タ
キ
、エ
ゾ
ビ
タ
キ
、ム
ギ

マ
キ
な
ど
も
見
ら
れ
る
。

県内では、これまで約300種の鳥類が確認されており、そのうち、大滝山とその周辺ではそ
の3分の1にあたる約100種の生息が確認されている。また大滝山は県立自然公園や鳥獣
保護区として守られているため、多くの鳥類の安息の地となっている。一方、ほとんどが山
林であるため、水鳥や草原性の種類は少なく、多くの森林性の鳥類の繁殖地となっている。

地質時代

1

2

3

4

白亜紀
後期

7500万年前
前後

6600万年前
～

2300万年前
～

260万年前
～
現在

古第三紀

新第三紀

第四紀アオゲラ、コゲラ、トラツグミ、ヤマドリ、ヒガラ、ヤマガラ、シジュ
ウカラ、メジロ、エナガ、ヒヨドリ、ホオジロ、ウグイス、カワガラ
ス、キセキレイ、ミソサザイ、トビ、フクロウ、オオコノハズク、ゴ
ジュウカラ、キジバト、カケス、カワラヒワなど
オオルリ、キビタキ、コサメビタキ、クロツグミ、サンコウチョウ、ホトト
ギス、ツツドリ、ジュウイチ、カッコウ、センダイムシクイ、ヤブサメなど

留鳥

夏鳥

冬鳥
カヤクグリ、ウソ、クロジ、アオジ、カシラダカ、アトリ、マヒワ、キクイタダ
キ、シロハラ、ツグミ、シメ、ルリビタキ、ミヤマホオジロ、ベニマシコ、
ジョウビタキ、ビンズイ、ヒレンジャク、キレンジャク、ノスリ、ハイタカなど

①
②
は
、古
い
時
代
に
大
滝
山
に
飛
来
し
て
、住
み
着
い
た
祖
先

が
地
下
で
暮
ら
す
よ
う
に
な
り
、羽
が
退
化
し
た
結
果
、大
滝
山
個

有
の
種
に
分
化
し
た
昆
虫
で
あ
る
。こ
の
他
に
、同
じ
く
県
固
有
種

の
オ
オ
タ
キ
メ
ク
ラ
チ
ビ
ゴ
ミ
ム
シ
が
生
息
す
る
が
、分
化
の
時
代

や
経
緯
が
異
な
り
、大
滝
山
以
外
に
も
生
息
し
て
い
る
。

③
〜
⑥
は
、ブ
ナ
に
依
存
す
る
種
で
あ
る
。県
下
の
ブ
ナ
林
は
こ

の
山
の
頂
上
部
に
の
み
存
在
す
る
の
で
、ブ
ナ
依
存
型
の
昆
虫
は
こ

こ
で
し
か
見
ら
れ
な
い
。こ
れ
ら
昆
虫
が
食
べ
る
ブ
ナ
の
部
位
や
状

態
は
様
々
で
、こ
こ
で
紹
介
す
る
の
は
ご
く一部
だ
。特
に
、④
の
様

な
ブ
ナ
の
葉
の
み
を
食
べる
蛾
類
は
、マ
ル
モ
ン
シ
ャ
チ
ホ
コ
、ウ
ラ
ギ

ン
ガ
、ゴマ
シ
オ
キ
シ
タ
バ
、エ
ゾ
カ
ギ
バ
な
ど
様
々
で
あ
る
。

⑦
は
、草
原
性
の
蝶
で
、か
つ
て
大
滝
山
上
に
人
為
的
な
草
刈
に

よ
っ
て
存
在
し
て
い
た
ス
ス
キ
の
草
原（「
大
滝
山
の
植
物
」を
参

照
）に
生
息
し
て
い
た
が
、草
原
が
消
失
し
、こ
の
草
原
に
生
息
し
て

い
た
オ
オ
ウ
ラ
ギ
ン
ヒ
ョ
ウ
モ
ン
な
ど
の
他
の
草
原
性
蝶
類
と
共
に

絶
滅
し
た
。

⑧
は
、モ
ミ
の
枯
れ
枝
を
食
べて
育
つ
た
め
、モ
ミ
が
自
生
す
る

森
に
生
息
す
る
種
だ
。モ
ミ
は
大
滝
山
以
外
の
県
内
各
地
に
生
え

て
い
る
が
、何
故
か
こ
の
山
の
記
録
し
か
な
い
。こ
の
様
な
例
は
他

に
も
あ
り
、シ
ロ
ス
ジ
エ
グ
リ
シ
ャ
チ
ホ
コ
の
幼
虫
は
、カ
エ
デ
類
の
葉

を
食
べ
る
が
、カ
エ
デ
類
は
大
滝
山
以
外
に
も
生
え
て
い
る
に
も
関

わ
ら
ず
、こ
の
蛾
は
大
滝
山
の
山
上
付
近
に
し
か
生
息
し
な
い
。

⑨
は
、幼
虫
が
広
葉
樹
の
樹
洞
に
た
ま
っ
た
フ
レ
ー
ク
を
食
べて

２
年
か
け
て
成
虫
に
な
る
。か
つ
て
、讃
岐
平
野
を
含
め
た
広
い
範

囲
に
生
息
し
て
い
た
が
、現
在
は
大
滝
山
の
高
所
に
の
み
見
ら
れ
る
。

そ
の
原
因
は
不
明
で
あ
る
が
、こ
の
よ
う
に
山
手
に
追
い
詰
め
ら
れ

て
い
る
昆
虫
は
他
に
も
多
い
。絶
滅
し
た
昆
虫
は
復
活
で
き
な
い
が
、

一箇
所
で
も
生
息
地
が
残
って
い
れ
ば
、そ
こ
を
拠
点
に
ま
た
分
布

拡
大・復
活
で
き
る
。大
滝
山
は
昆
虫
の
復
活
拠
点
の
シェル
タ
ー

と
し
て
、こ
れ
か
ら
も
大
切
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

❶
年代 図中の番号 大滝山が出来た経緯

海洋プレートの沈み込み運動の影響で、
❷ 地層にせん断力（ずれる力）が生じたため、
❸ 中央構造線で左横ずれ断層運動が始まった。
❹ その際に細長い溝が沈降して、浅い海となった。
❺ その海に砂や泥が堆積した。

‐ 砂や泥は、一度、地下深くに埋もれて固まる
（＝和泉層群）。

❻ 地殻変動によって、和泉層群が褶曲した後、
隆起を始める。

❼ 徳島県の吉野川が現在の讃岐山脈を通過し
香川県に広く流れ込んでいた。

❽ 中央構造線の活動（右横ずれ）に伴って讃岐山脈
が隆起。その後も隆起が続き、現在の大滝山となる。

【白亜紀後期】

【250～100 万年前】

【現在】

❶
❷

❼

❻

❸
❺

❹

❽

海洋プレート

徳島県香川県

徳島県

大滝山

香川県

旧吉野川

イザナギプレート

中央構造線

ユーラシアプレート

外洋

四国山地
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県内では、これまで約300種の鳥類が確認されており、そのうち、大滝山とその周辺ではそ
の3分の1にあたる約100種の生息が確認されている。また大滝山は県立自然公園や鳥獣
保護区として守られているため、多くの鳥類の安息の地となっている。一方、ほとんどが山

大滝山の鳥類
県内では、これまで36種の哺乳類が確認されているが、そのうち大滝山では、
19種の生息が確認されており、このほかに４種が生息すると推測されている。
大滝山は、県内の半数以上の哺乳類が生息する県内有数の山なのである。

県内では、これまで約300種の鳥類が確認されており、そのうち、大滝山とその周辺ではそ
の3分の1にあたる約100種の生息が確認されている。また大滝山は県立自然公園や鳥獣
保護区として守られているため、多くの鳥類の安息の地となっている。一方、ほとんどが山

大滝山の哺乳類
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大滝山は香川県南部の讃岐山脈のほぼ中央部にあり、標高が946ｍで、
頂上部付近には尾根沿いに県内唯一のブナ林が見られる。大滝山のブナ
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大滝山 の植物

高松市玉藻町4番10号
日 第二版
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県内では140種のカタツムリの仲間（以下、「陸貝」という。）が生息している。大滝山
にはそのうちの約半数（約48％）の67種が生息している。この生息する種類数は琴
平山とトップを争い、他に匹敵する地域は無い。また、四国固有の種や、大滝山が分

松本 慶一／谷地森 秀二／矢野 重文／吉本 幸夫／日本野鳥の会香川県支部

大滝山の陸貝

全長 33㎝　　翼開長 50㎝ 全長 41~48㎝　翼開長 68~74㎝

大滝山は山麓から山頂にかけて植生が大きく変わるため、植物と関係の深い昆
虫類も多様な地域となっている。中には大滝山の固有種や県内ではここでしか
見られない種も生息し、昆虫類にとって非常に重要な生息環境となっている。

大滝山の昆虫

写
真
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き
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類
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を
食
べ
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鳥
類

大滝山は和泉層群と呼ばれる地層からできており、ア
ンモナイト、イノセラムス、ウミガメ、サメなどの化石が見
つかっている。つまり、むかし大滝山は海底だったのだ。❶

年代 図中の番号 大滝山が出来た経緯
海洋プレートの沈み込み運動の影響で、

大滝山の なりたち

カ
タ
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ム
リ
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終
着
駅
！？

大
滝
山
の
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物
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み
ど
こ
ろ

む
か
し
の
大
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山
は
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の
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だ
っ
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！

成
長
を
続
け
る
大
滝
山

昆虫から大滝山の価値を考える

①オオタキサンオオコバネ
ナガハネカクシ

③ヨコヤマヒゲナガカミキリ

香川県で
大滝山にしか
記録のない
昆虫

県内に広く分布して
いたが、現在は大滝
山にしかいない昆虫

世界で
大滝山にしか
いない昆虫

●大滝山で独自に進化した

●幼虫は、ブナの根際の幹（生木）を食べる
④ブナアオシャチホコ など ●幼虫は、ブナの葉を食べる

②クビレオオズナガゴミムシ

⑤ブナヒメシンクイ ●幼虫は、ブナの実を食べる
⑥オニクワガタ ●幼虫は、ブナの朽木を食べる
⑦クロシジミ ●大滝山上の草原の消失と共に、1959年に姿を消した
⑧トゲフタオタマムシ ●幼虫は、モミの枯れ枝を食べる

⑨クロカナブン （分布域の減少理由は不明）

分　布 和　名 備考（生息地が限定される理由など）

■木本植物　ツガ、ミヤマハハソ、ミヤマザクラ、ナンキンナナカマド、クロウメ
モドキ、エゾエノキ、ブナ、イヌブナ、ミズメ、アサダ、ヤマネコヤナギ、オノエヤナ
ギ、カジカエデ、オオモミジ、テツカエデ、イタヤカエデ、コハウチワカエデ、トチ
ノキ、ヤマボウシ、ヤハズアジサイ、ハクウンボク、アサガラ、ベニドウダン、ホン
シャクナゲ、ツクシシャクナゲ、シロバナウンゼンツツジ、アクシバ、ケアオダモ、
ツクシトネリコ、フジウツギ、ヤマシグレ など

■草本植物　オシャグジデンダ、アオテンナンショウ、ツクバネソウ、ホウチャ
クソウ、チゴユリ、キバナノショウキラン、ワタスゲ、タマツリスゲ、オオタマツリス
ゲ、アズマスゲ、ニリンソウ、ユキワリイチゲ、オオバショウマ、サラシナショウマ、
コミヤマカタバミ、ヒゴスミレ、オオタチツボスミレ、アケボノスミレ、ミヤマハコ
ベ、イナモリソウ、イケマ、サワルリソウ、テンニンソウ、タカクマヒキオコシ、キバ
ナアキギリ、ハナタツナミソウ、ヤマウツボ、シコクママコナ、ソバナ、クサヤツデ、
テイショウソウ、イシヅチウスバアザミ、ヨツバヒヨドリ、オオダイトウヒレン、ヒ
メチドメ、ミヤマチドメ など

イタチの種類は写真では
決められない（外部の測定
データやDNAが必要）。

【ニホントカゲを咥え
たイタチの一種】

【大滝山など、讃岐山脈の冷温帯を中心に生育する植物の例】



大滝山の陸貝
植生が豊かで、湿度が高いため、面積の割
には多くの種が生息する。この地が、分布域
の端となっている種や世界で四国だけにし
かいない種も含まれ、学術上重要な地域と
なっている。

大滝山の両生類・
は虫類
ほとんどの種が夜にしか見かけないが、渓流ではカジカ
ガエルが昼間から鳴いている。雨の夜、山道をドライブ
すると、低山ではなかなか見つけることの出来ない珍し
いヘビ類に遭遇することができる。

木の実や花の蜜、木をつついて中の虫、森林の鳥やネズミな
どをつかまえて食べる鳥などがいる。特に滝や沢などの周辺
や見晴らしの良い尾根筋が魅力的な観察スポットの一つと
なっている。

大滝山の植物
県内で最も植物相が豊かな地域。全体的に個体数の少ない種
類が多く、多くの種に出会うために何度も通う努力が必要だ。大滝山のその他の

節足動物類
県内屈指の森林環境が、豊か
な土壌を育み、土壌性節足動
物の宝庫となっている。特にザ
トウムシ類は日本有数の種多
様性が高い地域となっている。
県内では、25種が見つかってお
り、その多くが大滝山を含めた
讃岐山脈に生息する。

イヌブナ
県内では主に讃岐山脈に自生する。冷湿帯林の自然植生度の高い、限られた範囲に自生する。

アナグマ
地面に巣穴を掘って生

活する。肉食を中心と
し

た雑食性で、土を掘っ
てミミズなどを食べる

。

大滝山の哺乳類
県内のほとんどの小・中・大型の哺乳類が生息して
いる。種類によって、食べる物が異なり、主なエサとし
て土壌中の昆虫やミミズ、木の芽・葉・実や樹皮、下
草や地下茎・貯蔵根、小型動物などがある。

大滝山の鳥類
主に、山地の広葉樹林に

生息する。大滝山ではオオルリの
巣に卵を産み、その親鳥に雛を育
てさせる。ケムシを好んで食べる。

ジュウイチ

世界で香川県にしかいない昆虫。水の枯れない湿った沢
の崖の石の下から見つかる。

オオタキサンオオコバネナガハネカクシ

大滝山の昆虫
豊かな森林環境と水環境が守られてきたため、多くの森林
性昆虫と清流を好む水生昆虫が生息する。世界で大滝山に
しかいない種、県内では大滝山にしか生息しない種、大滝山
に生息が集中している種など、多様な昆虫が生息し、その大
半がブナ林など、山頂付近の落葉広葉樹林で見られる。

大滝山の淡水魚
河川の源頭部から上流域に相当するため、種類数
は多くない。内場川・小出川には天然分布のナガレ
ホトケドジョウやタカハヤなど、8種が生息している。

標高５００ｍ以上の谷筋の、サ
クラ類（幼虫のエサ）の多い環境に生息
する。オスは、メスと交尾をするチャンス作
りのために、午前中に縄張り行動を行う。

メスアカミドリシジミ

香川県では、大滝山や竜
王山、大川山などの高所にすむ。
針葉樹林に多く見られ、特にアカマ
ツ林で鳴いている。

エゾゼミ

沢沿いのフキの茎に産卵
するメス。ヤゴ（幼虫）は、５～６年か
けて成虫になる。成虫は４～５月に
現れ、日当たりの良い沢を飛ぶ。

ムカシトンボ

幼虫も成虫もブナ・イヌブナの生木だけを食べ
る。成虫の体の色は、ブナ類の樹皮に似ているため見つ
けにくい。

ヨコヤマヒゲナガカミキリ

上流の細い沢に生息する。沢の縁にあ
る石や落ち葉の下にかくれている。

ナガレホトケドジョウ

水から出た岩の上に縄張
りを持ち、雌を呼ぶ雄。渓流にすみ、
｢フィフィフィフィフィフィ、フィー
フィー｣と美しい声で鳴く。

カジカガエル

夜に活動し、寝ているトカ
ゲなどの爬虫類を専門におそって
食べる。

シロマダラ湿った環境に生息し、落
ち葉の中でミミズ類を専門におそっ
て食べる。

タカチホヘビ

沢沿いのシダが茂ってい
るような環境に好んで生息する。植
物の葉や種子、昆虫などの小動物
を食べる。写真のように母衣（ほろ）
打ちしている瞬間は見逃せない。

ヤマドリ

主に、山奥の渓流の周辺に生息す
る。写真のように、カエルや魚、トカゲやサワ
ガニなどの小動物を食べる。

アカショウビン

暗い森林に好んで生息し、
夜に｢ボォー、ボォー｣と鳴く。写真の
ように、ミミズなどの小動物を、落ち
葉をかき分けてついばむ。

ミゾゴイ

渓流に生息し、滝の裏の
岩のすきまに巣をつくる。写真のよう
に、水生昆虫やカニ・小魚を食べる。

カワガラス
薄暗く、湿った森林に生

息し、渓流周辺など苔の多い場所
に巣をつくる。林床で昆虫やクモを
探して食べる。

ミソサザイ

県内では大滝山と竜王山、
大川山にのみ自生する落葉高木。

ミズナラ草原から森林にかけて幅広く
生息する。主に夜に活動し、葉や芽、
樹皮などを食べる。

ノウサギ

県内では大滝山と竜王
山にのみ自生する落葉高木。成長
に伴って樹皮が剥がれ落ちる。

アサダ 

岩の隙間や樹洞を
巣にする。雑食性でネズミや
昆虫、果実などを食べる。

テン

谷筋など湿気のある環境を好み、
岩や石垣のすきまを好みモグラの穴にもす
む。植物の緑葉部、木の実などを食べる。

スミスネズミ

大滝山の正式な報告は1965年
（昭和40年）だがそれ以前から知られ，肉
が美味といわれていた。外来種で果実や
小動物を食べる。

ハクビシン

県内では大滝山など讃岐山
脈にのみ自生する。

アケボノスミレ

県内における分布の主体は
讃岐山脈にあり、その他、女体山や小
豆島にも自生する。

ヒゴスミレ

夏、樹洞などで繁殖する。
写真のように、ジネズミなどの小型
哺乳類や鳥類、昆虫などを食べる。

オオコノハズク

主に針葉樹林に生息し、
アカマツの種子を好んで食べる。写
真のように、イモムシなどの昆虫やク
モなども食べる。

ヒガラ

森林性の小型の猛禽類。
主に小型の鳥類を襲って食べる。

ツミ

香川県で初めて発見された個体で新種記載
された。他のナメクジと比べて乾燥した場所に生息し、カ
タツムリ類を食べる。写真は、セトウチマイマイの殻に頭
を入れて、内部を食べている様子。

イボイボナメクジ

カニのハサミのような巨大な鋏角を持ち、それ
を使ってエモノを捕まえて食べる。

サスマタアゴザトウムシ

標高が高く、高湿度の
環境に生息する。朽木の中や
下で見られる。ダンゴムシと違い、
まるまった時に顔がかくれる。

タマヤスデ

主に樹上に生息する。特に安
定した環境に生えている大木を好む傾向
がある。県内での生息地は極めて少ない。

ナラビヒダギセル

クマタカ
奥山に生息する、めったに見られない大型の猛禽類。ウサギなどの中小動物を襲って食べる。

朽ち木の中で越冬する新成虫。中腹
以上の、落葉広葉樹林帯に生息する。日中に、
ブナなどの新芽をかじり、染み出る樹液を吸う。

キンキコルリクワガタ

標高の高い場所に生息する希少なナナ
フシ。香川県では、2017年に大滝山で見つかった。
写真の被写体はその最初の個体。

シラキトビナナフシ

四国のみに生息する、日本最
大になるカタツムリ。森林の岩の間や
倒木の下に生息し、夜に菌類などを食
べる。

アワマイマイ
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このガイドマップについて
●大滝山には、このマップにある生き物の情報のほかにも、たくさんの素晴らしい場所があり
ます。そんな場所を見つけたら、このマップに書き込んで、皆さんのオリジナルのマップを
つくってください。
●このマップでは、自然観察に適した道を紹介していますが、登山道の途中には足元の悪い場
所や幅の狭いところがありますので、十分に気をつけてください。
●オレンジ色で示した道は、現在通行止めとなっています。（令和 4年 3月 25日）
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